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テーマ：授業改善（案）  「どうすれば、しほとこうたの考え方を出せるのだろうか？」 

 

 

 

           

 

 

○？ （めあて）比の一方の量を求める方法を考えよう。 

① 2 人の考えを説明しましょう。 

   

 

  

 

   

  

第 18 号でお知らせした 「6 年 比 ３比の利用（教科書 P80）」の授業改善（案）です。  

教科書のまとめは、「比の一方の量は、比のもう一方の量を１とみたり、等しい比をつくっ

たりすれば求められる。」と記してあり、2 つの求める方法が出ることを期待しています。 

実際の授業での難しさは、しほとこうたの考え方に子どもたちが気づきにくかったという 

ことでした。その理由は、下の線分図です。数量関係を把握するために、授業者はこの図を子

どもたちの発言を使いながら板書しました。そして、その結果、ほとんどの子どもたちが、こ

の図から、140÷7＝20 20×５＝100 砂糖 100

  それでは、 

「どうすれば、子どもたちがしほとこうたの考え方を出せたのだろうか？」、これが授業改

善のポイントです。 

 

「割合の指導を 3 段階で進める」ことを提案した、第 10 号に戻ります。それは、 

 

 

 

第 1９号 算数科の楽しさを味わう授業改善事業     令和６年８月 21 日（水）  

算 数 通 信     
（自己テーマ）「子どもが見方・考え方を

働かせ、自ら学習を進めるには？」 

 ケーキを作るのに、砂糖と小麦粉を重さの比が５：７になるように混ぜます。 

 小麦粉を 140 使うとき、砂糖は何 必要ですか。 
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 砂糖と小麦粉の重さの比は ５：７ 

 

 砂糖の重さは、小麦粉の重さを１とみ 

 

ると、
ହ

଻
 にあたる。   

 １４０× 
ହ

଻
 ＝         

ᵭ
等
し
い
比
を
つ
く
る
ᵮ
と
い
う
考
え
方 

ᵭ
比
の
も
う
一
方
の
量
を
１
と
み
て
ᵧ
砂
糖
の
重
さ
は 

小
麦
の 

５
７
に
あ
た
る
ᵮ
と
い
う
考
え
方 

この中で、上記１を取り入れた授業改善（案）です。 

 

１ 問題を読んで、数量関係を整理する。 

２ 数直線の図をかく。 

３ 立式する。（第 10 号には、「4 最後に確かめたいこと」として、「4m を１とみる

と、10 ㎡は 2.5 にあたる大きさである。」を書いています。 



 １ 問題を読んで、数量関係を整理する。 

   問題文を読んで数量関係を把握できると思っていたら大間違い。案外把握できていない

児童が多いという実感があります。 

 〇問題文 
 

 

 

 Ｔ： 「この問題を読んで、分かっている   Ⅽ ・砂糖と小麦粉の重さです。 

ことや求めるものは何ですか？」     ・比です。 

                        ・砂糖の重さを求めます・・・。 

   まず、発言させる。教師は聞くだけ。 

 

 Ｔ： 「 （発言を受けて）それでは、今発表したことを整理してみるよ。」 

 〇 教師の発問                  問題文を整理したもの 

 

 

 

 

 

 

２ 数直線の図をかく。 （まずは、自分でかかせてみる→2 分後、一緒に完成する（板書する））。 

  

           

 

 

 

 〇「『問題文を整理したもの』は、この図はきちんと表していますか？」 

３ このまま 「自力解決」へ入るか、 「解決の見通しを持たせる」ために発言させるかを、授

業者は選択する。ここで、子どもたちに出させたい発言としては、 

  ・砂糖と小麦粉の関係を、比を使って表して求める。 こうたの考え方 

      ５：７ ＝ ｘ：140 

  ・図の１つ分の重さを求めて、砂糖の重さを求める。 ・・・この考え方も無視はでき 

      140÷７＝20 20×５＝100        ない。でも本時の主ではない。 

  ・小麦粉を１とみると、砂糖は
５

７
 から求める。 しほの考え方 

   ◎「小麦の重さは、砂糖の重さの
５

７
である」という言葉を引き出す必要がある。 

 ケーキを作るのに、砂糖と小麦粉を重さの比が５：７になるように混ぜます。 

 小麦粉を 140 使うとき、砂糖は何 必要ですか。 

     

砂糖（5） 

140  

小麦粉（７） 

砂糖    小麦粉 

   ５   ：  ７ 

      ： 140 

・何と何を比べるのか？ 

・それぞれの重さの比は？ 

・それぞれの重さは？ 

・もとの大きさ１になるのは？ 

・小麦粉を１とみると、砂糖は？ 

子どもたちの単発の意見や説明とは言い難い発言をつないで、子どもたちが作ったようにする授業も

あるが、やはり授業者が大事だと思う言葉を子どもたちが発見したり発言したりして、それらを使って

まとめていくことがもっと必要だと思います。この授業の繰り返しが、「算数の授業を面白い」と感じ

る子どもたちを増やすかどうかの分岐点になっているような気がしてなりません。だから、教材研究で

は、大事な言葉をどう引き出すか、気づかせるかなどが重要なことになります。 

こ
こ
！ 


